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我国は四面海を鶴らすより南北の暖寒雨海流の影響| 性極物の分布は南部と其他とを区別するを得ベし。
をうけ湿度に湿度に気候に変化を生ずること少から l 南部沿海地帯に於て注意すべi ! - 木本を挙ぐれば
ず、組物地理上に関係すること亦多し、日向は東を受 i ソテヅ、ピロウ、サクララシ、セウベシノキ、モクタ
けて暖流の影響多きも寒流とは遠く隔離するが故に高| チパナ、フヨウ、ジマイヅセシリヤヲ、サツマサシキ
等植物にては殆んど其影響を受けたる植物の分布を| ライ、モグレイν、ギヨクジγクワ、 カワνククヤ
見ず。而して日向は南北に長く、北西隅には祖母傾及| ク、ハドノキ、メジロホクヅキ、ハカマカヅラ、ノア
一帯の連山ありて豊後肥後の国境をなし、西部肥後と| サガホ、主/ ラタマカヅラ
の境には内大臣山の連脈、江代、市房、白髪、矢岳| 其精内部の山林に入るものには
等の山実及其連脈ありて重量摩との国境に及ぶ。南西大| ナタヲレノキ、アデク、リクキウマメガキ、タニワタ
隅との境には、霧島山実あり、又南海岸に並行する鰐| リノキ、へヅカニガキ、ハクサジボクあり。
塚、青井岳の連脈は南東部大隅との国墳をなすものあ| 沿海性の草本には
り、中部には尾鈴一帯の山脈の横断するあり之を以て| グシパイヒノレガホ、ホソパワダシ、オホハマグ/ レマ、
内国山岳多くしかも九州高山の殆んど大半は国境にあ! スナゴセウ、ジホカゼテシヅキ、ハヒキピ、イハダレ
り峻岳若しくは高原をなす。平地は沿海地帯をあます| サク、ノヂアフヒ
のみなり、地勢此の如くなるを以て (6字不明) 山地帯| 林野其他に入るものには
には、南北両系の植物少からず、北系植物のここに終| キパナノセキゴク、アヲノクマタケラシ、ヤヅコサ
り、或は隅薩に入りて共に終るもあり、阿蘇火山帯に| ウ、オホアプラガヤ、オホカラスウリ、 リウピシタ
接し久住亦近きが故に朝鮮由来系の植物にも接触して iィ、ジロヤマゼシマイ、オホタニワタリ、ユノミネジ
其幾分を保存し、九州南部の大火山にして高き霧島を| ダ、河川及沼沢地にはカハゴロモ、 ミヅキシパイ
有するを以て特殊の生態をなす植物もあり、しかも国| 日向南部は勿論其他の地方にありても日向は一帯に
内を斜行する九州山脈の地方は四国につづくを以て櫨| 暖地性の常緑酒葉樹及之に伴う木本植物多く落葉樹は
物分布上の連絡頻る (3字不明) ここに特殊の分布系統| 少なし、特に海岸に限るものにては、アカワ、ハマヒ
をつ〈る、しかも南部の; 押角及島娯は隅薩につづく暖 lサカキ、ハ7 ピノ¥ 発育よろしく、諸所にハマナツメ
地性経物をうけてここに終るあり北部の島畷より豊予| 、ハマボクの散在を見る、其他にありては、 クスノ
土の地方其他に及ぶあり、暖地性植物は沿海地方に分| キ、タプノキ、イスノキ、イチヰガV など発育旺盛に
布の段階をなし、また植物分布かくの如きを以て植物| してヲガタマノキ、ナギ、ツグモチ、マテパνヒ、サ
地理研究に重要なること多きも沿海地帯を除きては奥| ずシクワ、 ( 豊後南部に止まるが如し) ミサホノキ、
地は交通不便にて名ある高山の外は学徒の之を探究す iアヲギリ、ナシゴジユ、ヤマピハ、 V ヤPシパイ、パ
るもの殆んどなく不明瞭なるもの多きを憾となす、従| クテノキ、パリパリノキ、ヤマモガν、 トキハガキ、
咲地方人にて知られたる若干の分布上の事実を以てす| クロキ、ミミズパイ、ポロボロノキ、カシ云ノキ、ク
時も研究上の興味頻る多く今回は之を発現するを得た| スドイグ、モクコク、クロガネモテ、ハクサシボク、
る次第なり。 Iコブヂウツギ、ヤツデ、ノレリミノキ、ナヅマサシキラ
日向に於ける注意すべき沿海地帯及低地帯の媛地| イ、 νロパイ、ヤブヅパキ、ヤプニヅケイ、 クロパ
性植物 | イ、タイミシタテパナ、ユブヲハ、ヒメユヅリハ、オ

暖地性植物の西南島唄より九州に入るや、其南部薩| ホパヤドリギ、 ホソパイヌピノ¥ イヌピノ¥ クテナ
隅半島部に於て特に顕著なるものあり、日向南部都井 I i/、カゴノキ、クワクワツガユ、テリハツノレウメモド
僻地方及F付近の島峡は其幾分をうけて油津、鵜戸、内 i キ、キダテニシドウ、ハマエシドク、オホイタピ、ヲ
海、青島より中部の島艇をへて之を北部島l喫、島の浦 iセオホイタピ、ブウトウカヅラ、サカキカヅラ、ホク
島に伝え更に豊予土の島i艇につづく、由来暖地性催物| ライカブラ、 ヒメイタピ、 イタピカヅラ、 カギカヅ

南北に於て段階をなして漸く減じ南ほど種類も量も多| カヅラ、テイカカヅラ類、オホパウマノススクサ、ヒ
く又よく発育するものなり。よって日向に於ける暖地| ゼシマユミをまだ見当らぬ、クヅ旺盛なり。
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草本につきては沿海地方には l其林木としても大木としても壮観を呈するものは米良
ハマアザミ、ハマウド、ボタシパワブク、キシギ Y ナ| にあり、此植物はハリモミの如く縦に表日本各地方を
スピ、キキヤクラシ、スイセシ、イワタイグキ、ソナ! 縫うて分布ナるが更に進んで岩代に入るものあり、中
レムグラ、ハマナタマメ、ノνラシ、ヅノレソパ、アフ| 部にては横行して美濃、飛騨に分布しまた越前、若狭、
ヒゴケ、コア7 モ、ヒグスグ、キνクスグ、 トキハス| 丹波、摂津、 ( 播磨との境) にあり叉離れて安芸にあ
スキ( 多く栽植にてやj然たる自生を見ずり、アスナロは東西臼杵の地に点在するものの如くと
其林野其{ 也に入るものは一 lこにも四国との連絡を見る。
カシラシ、' / チトリモチ、モロコV サウ、ヒメノボタ i カヤは日本の南部に広く分布するものなるが日向の
γ、ヒメノハギ、ホソパヒメトラノヲ、ジマキツネノ l産は碁盤用材として有名なり、 イヌガヤもよく発達
ボタシ、ノレリハコベ、クマノギク、 νマニνキナウ |す。
其沼沢地等の水湿地にあるものには |  次に被子植物中の木本につきて北系植物を見れば九
スヂヒトヅパ、アミジダ、ホシグワジダ、エダウチホ i州に其産地の南限をなすもの相当にあり、就中、霧島
シグワジダ、オホミヅグ、オホカグマ、ナテνダ、ナ i山は大隅南部の高隈山等と共に特に多し今其注意すベ
チクジャク、 ジロヤマνダ、 オニパス、 ミグキシパ iきものにつきて分布の概要ゼあぐれば
イ、ミヅスギ、ムカデトシボ、ヌマダイゴシ、ヲギノ| アナダ 祖母霧島両山実
ヅメ、セイコノヨジ、スヰラシ、サハトラノヲ。 Iカジハ 南部諸地日肥国境に近く飯野越にある樹林は

岡山地に於りる注意すべき南北両系の固有日本| 旭年間伐採を見たるも其後の発育倒的
植物要素 !  ときく

本州中部山地の北系植物を受けたる大和の諸峯を四
国の脊梁山脈をへて之を九州の山地に伝ふるが故に祖
母山及傾山実と其連脈内大臣山の連峯、市房山の連
峯、霧島山実さては尾鈴山実等には南部相当の北系植
物あり。又之を薩摩大隅に伝ふ。九州に於げる南系櫨
物の四国其他に連続するは亦此経路に外ならず実にイ
チヰ、ハリモミ、 γラペ、クラジロモミの本州より四
国へ分布する連絡は南北両系の系統を示すものなり、

オニグノレミ、サハグノレミ 南北両地方の山地
ハノレニレ 南北両地方の山地
オヒョウニレ の大樹は祖母山実にはプシゴより之に

及べるならんも未だ見出さず
エゾエノキ 北部山地
カツラ 北部南部の雨山地、霧島南部の裾野に其南

限を見る
タムνパ北部山地、中部尾鈴山
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今南北両系の注意すべき植物を各別に挙ぐれば裸子 るにより、祖母山実地方を南限とする
l  トチノキ 九州にては稀に北部山地に点在し日向北部植物にては北系にイチヰ、 νツノミク、南系にモミ、ハ l

に精散在するを見るリモミ、ヅガ、クロマヅ、アカマヅ、ヒメコマヅ、カ
クヤマキ、及カヤ、イヌガヤ等あり。
イチヰは九州の諸高山に産し、祖母山、傾山実には

諸所に点在し、霧島山実より大隅の高隈山に及ぶ、 ν
シパクは日向には更に広く存するも高隈山に及ばず、
戸川岳に産する如きはおそらく他に比類なかるべし。
モミ、ヅガ、クロマヅ及ヒメコマブは九州各地に多
く、日向にはそれぞれの美林あり、霧島山に於けるア
カマヅの如きは見るべきものなり、ハリモミは祖母、
霧島両山望書に之を産し、霧島に於けるモミとの混生林
はB 隅両国に跨り美林として之を挙ぐるに足る。
ハリモミの分布線は九州四園、近畿、東海関東の表
日本諸山地を連絡する例として、顕著なるものなり、
カクヤマキは日向山地を挙げて之を麗し大隅に及ぶ、

ヤマクノレジ 祖母、尾鈴、霧島、諸山実にあり
ケシポナγ 北中部、南部にて自生するものの如し
νナノキ 北部より南部の脊梁山脈に豆りて之を産す
ゴνアプラ 山地に散在し霧島山及肥薩国境地方を南

限山地となす
ハククシボク 山地にあり霧島山実地方青井岳を以て

南限山地となす
ヤプデ7 1)
オホカメノキ i  
ミヤマジグレ 1南北両地方の山地
ミヤマガマズミ |  

コノミノトネリコ j

比外日薩隅の山地に豆りて産するはハジノキ、ヤマ
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t、シノキ、ヤドリギ、ホホノキ、ヅタウノレν、アヲハ! ここに朝鮮由来の木本にて日向に入るものを挙ぐれ
ダ、 ヅノレマサキ、 大隅の高隈山に及べるは、 マシサ iばナラカ V ハ南北両地方に産し、ノグノレミも之を産す
ク、ゴマキ、 外に祖母、 市房の峯頭には、 クロイテ| るが如きも所在を明かにせず、ノヤナギは北部祖母山
ゴ、コメツツジあり。 I実地方にあり、其宮崎地方に及ぶは注意すべき事実な
北系植物の草本は前者に比して更に多ければ今は特| り、アペマキは全く之を存せず、此等の植物の邦内に
に注意すべきもののみをあぐべし、祖母山葉地方の産| 入るはノグノレミは四国中国を通じ近畿地方に及びナラ
地の南限とするものにメタカラコク、ミヅモトサク、 lカジハは之に同じく其北進は殆んど近畿を離れず、ノ
V ヨウキラシ、カリガネサク、ソパナ、 ( 肥後球磨郡| ヤナギは四国と中国とに僅に存するのみ、コパノテプ
の山地にも及ぶ) クガイサウ、ヤマノレリトラノヲ、エ| セシエノキは中国全体にあり独り九州の高山に及ぶも
ゾノレリトラノヲ、ハナνノプや、 νヲシあり、後の三| のにキリνマウヅギあり、鮮満国の地方の高山の産に
~ 者は阿蘇火山裾野の祖母山実に接触する地方にあり。 Iしてニνキウツギに似て花鮮紅色なり、阿蘇火山脈中
νヲシの如きは此地帯と久住山裾野の外には邦内備後| の高山より祖母山索、内大臣山実、市房山実に豆りて
f山養源に産するを知るのみ、北部山地の洞獄其他にウ| 之を産し亦霧島山に産す。
スユキサクあり、東臼杵郡江田にテヤクジサウあり、 i  今国有日本に於ける南系要素を述ぶるに当り、まづ
祖母山実より干官房山葉、尾鈴山棄に及ぶものにクロク l今までに知られたる日向に産する九州特産の植物を叙
モサウあり霧島山実の粟野面、大隅側や薩摩大口地方 iすべし、九州特産植物は、なかなか多い喬木性のもの
に及ぶものにノハナνヨウプあり、更に広く薩隅に及| はなくて潅木や草本であるのは注意すべきことなり。
ぶものにカノコサウ、サハギキヨウあり、かつては真! 今分布区域を主として草木を分たず之を述ぶれば、
幸停車場附近に野生ありき形態色彩の他に於ける異な| 日向中部より薩摩北部肥後天草島に分布するものにヒ
るが如し分布の範囲広々として量も多く地理的分布ょ| ナウツギあり葉硬く花も実も小にして多し。
り考えて注意すべきものにサクラサウあり、フクジユ| 肥後の阿蘇火山脈地方より豊後のそれに及び豊前の
サウあり、サクラソワは九州にては阿蘇火山脈一帯、 | 一部にも及ぶものにヅクジトラノヲ、アソノコギリサ
特に豊後に多きものなるが日向にては北部西臼杵郡の l ウあり其一部即久住山棄の一局部と白布山繋の一局部
山地に多くまた霧島高原地方及諸地方に多し、フクジ| に存するものにケクガイサクあり、いづれも祖母山実
ユサウの分布も略同じく、阿蘇外輪山の南部裾野近地| の阿蘇外輪山路野に接触する地方に分布するものな
の (3字不明) に続く地方に多し。 Iり。
羊歯類にてはi/ラネワラビは祖母山葉より市房山繋| 久住山繋によく発達する植物にて祖母山及傾山にあ

に及ぶも霧島山実に来らず、ミヤ 7 i/ケジダは僅に之 l り内大臣山及市房山に豆りて之を産するものにツクジ
に及ぶ、オホミヤコジデシダ、ホテイνダは北部より| ドウダンあり、其分布は、キリνマクツギの産地より
中部に及び、ワウレシジダは北部に止まるも肥後球磨| 霧島山を除きたる産地にほぼ相同じ。
郡の石灰岩地にあり。 I 祖母山上にあるヤウラクヅヅジは久住山にもあり遠
次に大陸に分布上の連絡を有する朝鮮由来の草本を| く屋久島にも分布する注意すべき種類なり。
挙ぐれば九州に広く産するノヒメユリ、各地の原野に! 九州以北の山地( 肥前を除く) に分布し霧島の北麓
あり‘阿蘇火山脈地帯に接触する地方に僅に存するホ| を南限とするものにヅクジジホガマあり。
クチアザミも同じく九州原野に、九州北部より阿蘇球| 九州南部の山地肥日隅に豆りて産するクロヅノレの小
磨の地方を経て霧島に来るものにハナカヅラあり、同 l型にコパノクロヅノレあり、之とほぼ分布区域を同うし
じく阿蘇火山脈地帯より霧島高原地方に入り大隅肝属| て薩摩に及び或は以南に、或は以北にあるものにワス
半島に及ぶものにノレリヒゴタイ、ノヒメユリとハナカ| パイヌヅグ、ヒメテシナシV ヤウ、タウヒゴタイ狗留
ヅラは九州に止まり、ホクテアずミは九州より僅に四| 孫山、ヅクジタテドコ口、タカクマヒキオコν、マノレ
国に入るのみなるが中国にては脊梁山脈等にひろく分| パテイνヤワサウ、モミヂカクモリあり後の二者は後
布し、遠く離れて三河に及ぶ。ルリヒゴタイの分布線 l頃に述ぶるハナカカレの薩日に於ける分布を範囲を広
は、対馬より邦内に入るものに、肥前五島列島に及び| くして、之に大限の一部と肥後の一部とを加えたるも
{ 也のー支は中国脊梁山脈をへて備後に及ぶ。 Iのに等しく日向にては主として中世代地層の地にあ
洞岳及白岩山に産しまた肥後仰烏帽子岳に産するイ| り、モミデカワモリ



似せる大隅高隈山のタカクマホトトギス、屋久島のチ
ャボホトトギス、四国、近畿、東海道東部のチャボホ
トトギスとを続けて考ふれば近類のもの表日本を貫き
て分布するを知る。
此等とは梢巽なり土佐と紀伊とに産する、ヂヨクラ
クホトトギスに類するキパナノヅキヌキホトトギスを
尾鈴山実地方に産するはおもしろし。
日向特産植物中の尤物はノカイドウなり、ヅクνノ

キジノプも亦臼向に於ける特産なり最初霧島山に採集
せられて其名を冠するものにキリジマνヤクジヤウあ
り、日薩隅にわたりて産する外肥前五島の福江島にあ
り、屋久島にもあり、キリジマヒゴタイ( 祖母にもあ
り) キリνマガ日ヤスは霧島山に多く、それぞれ其名
を得たるものなるが、ヅクνテシヅキの阿蘇久住の火
山地方に産し雲仙訟にも及べり。
九州東南西の沿海地帯より精奥地に入りても産する
ものにヅクジアカヅヅジあり、ヲシヅヅジと合せ考ふ
れば四国と紀伊とにつづく九州中部以南の高山に発達
更に分布区域を広くして雲仙獄、多良岳に及べるもの
にミヤマキリνマ、ヅクνグミ( 英彦山御前岳) ヅク
νアザミあり、九州高山の特産と恩はれたる、ヅクジ
ゼリが美作it，'f;山にあり阿蘇火山脈地方より祖母山実に
わたりて産するのみなるヒロハヤマヨモギが備後石見
に及ぶは注意すべま事実なり。此外九州に豆りて広く
産するものにツノレカウプ、 トラノヲスズカケ、九州国
有植物にはあらざるも南系要素中、九州に限りて生ず
るものにアヲカツラあり霧島に多し、九州より中国の
中部に及ぶものに乙/ ヒモチあり、日向中部より豊後南
部に豆りて産し相接する西国の伊予土佐、速く相対す
る安芸周防の地方に分布するものにブヂツツジあり、
日向沿海より北して豊後をへて東して伊予より土佐

にのび北して豊予海峡を入りては国東半島、周防安芸
や伊予、播磨、摂津に分布するノヂギクあり、之は隅
薩及肥後の南部にも分布す、類似のもの種子島、屋久
島、奄美大島、沖縄にも及ぶものあり。
日向に産する南系要素中には関西地方に豆りて分布

久住山土佐) イハガネ、ジコクスミレ、ミヤマゴナメ
ピ、ヤナギアザミ( 九州普通〉タカネオトギリ、ウパ

( 伊予赤石山にあり) オナガクラボν、
表日本の山地を近畿に及ぶものに、アケポノツツジ、
へラノキ、ヤハズアヂサヰ、モヅコパナ、スギナ( 九
州にては僅に日向に存するのみ) あり。へラノキは九
州につづく防長二州にあり、此類の草本には注意すべ
きもの多し、キレシグジヨウマ、セシダイサワ、イハ
ザクラ、ハガクレ、ヅリブネ、ケイピラシ、キパナチ
ゴユリ、 ヤマヂワウ、 タニジヤカウサウ、 νモパジ
ラ、宇ノタキソワ、 ヅク乙ノテヤノレメノレサウ、ガ y セキラ
シ及ホνアイ( 四国に終るか) ムカデラシ、ホy ゴウ
ナウ、ヤツνロラシ等是なり、
東海道若くは其以北に及ぶものには木本にヒメジヤ
ラ及ヒゴサシヒメνヤラ、ヤνヤプジ、クパメガν(
海岸に多) イプキピヤクνシ、ガククヅギ、ヒカグツ
ツジ等あり、草本にフクワワサク、 ( 陸中まで中国に
も産す) ヒメカワモリサク、テパコモミヂガサ、アハ
モヲνヨウマ、ジラシ、ハマアザミ。
関西地方を分布範囲とする日向産木本にて果樹原本

其他注意すべきもの少からず日向は呂本に於ける此等
樹木の宝庫なるべし、今重なるものを列挙すれば
モモ 日向には山地を通じて殆んど産すケモモあ
り、ヅパイモモあり、対馬に之を産し九州には豊後、
竺柄肥前、中国には備中、播磨にあり近畿にては摂
津及伊勢にあり。
ウメーーも広く日向に産しまた豊後にも自生せるも

のの如し、広く産するならんも未だ明かならず。
ヅクνヤマナν一一ナジの野生種、 日向北部に産

す、其他、山を爾ててつづく豊後因尾渓に群落をなす
と云うナνも恐らく此種なるべしナi / の類は中国其他
に多し。

の産は無数と云ふベし備中に産し、また土佐安芸に産
す。
チヤー一九州主部における諸山と共に之を産す、日

するものあり東海道さては関東地方に及ぶものあり更| 向山地にて古来之を製茶の材料とする所の多かりしは
に北するものあり、其中には四国にのみ連絡を存ずる| 人の知る処なり。
ものあり、近畿まで表日本の山地に分布上の連絡する i タチバナ 屋久島、種子島各沿海の暖地をへて九
ものあり、之を東海道さては関東に延長するものあ| 州に来りーは東して日豊国東半島をへて伊予土佐及紀
り、商して九州には全部に通じて分布するあり又然ら| 州につづく、他は西して九州の北をまわり長門の萩に
ざるあり、四国に連絡するものに( 九州普通) トサノ| 及ぶ且市来村の産地は其量に於ては邦内第ーなり o

ミツパツツジ、 ( 薩隅よりつづく) オホクサボタシ( (昭和17年 9 月2 日稿)
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